
３４財団法人国立旭川医科大学設置協力会資金計画

目昭和017年至昭和53年

収入の部

摘 嬰猴筧領

｜】目。科

千円
300.000 寄附金

道Ｙ１ｔｈｌｉｌｌＵ金 Ｌ249,676 

,iｌ 1.549.67Ｃ 

支出の部

滴 狸]ろ泣額

戸
■
■科

千1Ⅱ
1.525.176 1．JIF雛ｆ１ｉ

47年度(1)仮校舎耀備費 260.10(］ 

↓8年度(2)宿森川地取得賀 １６２．９７Ｃ 

４８年度～52年歴(3)宿森延設喪 700.000 

(4)教育病院助成iLY ４７年度３９５．１０(】

,１７年段(5)設Ｉｉｆｉ協力変 700(’ 

２－法人ｊｉＵ堂ＹＹ 24.50(） 

４７年煙～53年度V；扮費 2４．５００ 

J＋ 1５４９－６７６ 

1３２ 

科目 ｆ算領 摘要

寄附金

道ＹＩｔｈｌｉ肋金

千F
300,000 

Ｌ249.676 

IiI 1．５４９，６７６ 

科目 ｣ろ党額 摘要

Ｌ４F瀧貸

(1)仮校舎耀備費

(2)宿舎lij地取得費

(3)宿舍延設喪

〈4）教ｲﾌﾞ摘院助成費

(5)設ｌｉＨ協力饗

2．法人Ⅲ営溌

事務賛

~rlI 
1,525.176 

260.10(） 

162.976 

700,00(） 

395,1()(） 

７，００(） 

24.50(） 

２４．５０(） 

､17年度

､１８年度

､１８年度～52年度

`17年度

017年度

､１７年度～53年度

ii1． 1.549,676 



３５４８年開校のための医進課程仮校舎の改修平面区
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３６市立旭川病院整備後の扉糯便
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３７国立旭川医科大学設匝に伴う受入れ体制の整備について（昭和48年１ノ１４日】

文部大臣奥野誠亮殿

北海道知Ｔｌ『堂垣内尚弘

１校地および附属病院用地について

旭川市神楽町神楽岡３爵地の13に所在する223.836平方メートルの道有地に国立旭川医科大学

を建設することを承諾する。

なお､未取得の用地7,724』１１万メートル（'11有地4,05311f・ilJiI地3.067㎡・ｌｉﾄ7,120,f）につい

ては，この建設に支障を来たさないよう早急に取得する。

２教鞭貝の宿舎について

教職Llの宿舎として130戸（1戸当り60㎡～80㎡）を塾徹し、同家公務貝なみの宿舎使用料によ

り貸与する。

なお，教職風の確保と処,役時期とのＩＨＩ迎で必要がある場合は，借り上げの拾Iif(をもって入居を

確保し，この借り上げjUjllllについては，凶の宿舎延設年次とのljU辿においてﾂ１１力的に配慮する。
３ＢＭ連戦青病院の整術について

関連教万病院として予定している市立旭川病院の整備内容のうち，大学設鯉辮鍍会予備審査に

おける指摘v『項については，大学と協談し雛術に努力する

４エネルギーサプライ等の雅備について

別紙のとおり整備する。（別紙略）

５宥護姉の確保について

別紙のHf画にもとづき確保するよう努力する。（別紙賂）

６解剖体の確保について

（１）白菊会員の増加計画

ｊ[１Ｍ:北海道白菊会上｣は，北海道大学jjよびｲ:L幌医科大学の所在地の関係から辿央を中心に所

在している。従って、今後は国立医大との関係から道北および近東を主として会貝の増加を図

る゜

（２）解剖体の確保計画

開校に伴う実習に必澳な解剖体の提供については，北海近大学および札幌医科大学の協力を

ｉ\ろとともに，さらに旭川市を中心とした辿北地域13市の社会iii祉事務所から年'111協力体数と

して52体の確保を得ている。

1３５ 



３８当該地域における医療機関の配置状況

10キロ圏内２９`l`98,1人旭川市

医療機IjU数 病床数 入院患者数 外来思苫散 ,汁 医師数 医師1人当り人[］

床

5.241 
人

`Ｌ４２４ 

人

6.692 

人
６
１
 

１
 

１
 

１
 

人
173 病院 棚

診療所 152 1.025 9.965 1０．５０９ 証Ｚ 1５１ 

計 1９１ 6.265 4.96s 1６．６５７ 2１．６２５ 3，４ ９，－月

※病院，診療所＝病床数に対する入院患者数の比率0.79％

病院＝捕床数に対する入院患者数の比率0.79％

診療所＝病床数に対する入院患者数の比率0.53％

※病院，診療所の入院，外来思者総数に対する比率人院0.23％外来0.77％

病院＝人院，外来思者総数に対する比率入院０.`１％外来0.6％

診療所＝入|塊，外来思者総数に対する比率入|流0.05％外来0.95％

20キロ圏内350.()411人

旭Ⅱ|市・美瑛町。、【1麻ＩＩＪ・上川町・比布町・愛別町・束旭川町・東神楽町・腿1週i町

医療機凹数 病床故 外来思考数入院患者数 計 医師数１医師１人当り人口

床
5.696 

人
4.778 

人
7.000 

人
11.778 

人
1８４ 病院 49 

診療所 1７９ 1．１９．１ 協脇 11.3.19 1１．９７１ 1７２ 

計 221 6.890 5.400 1８．３４９ 2３．７４９ 356 983.3 

※病院，診療所＝病床故に対する人院思考数の比率0.78％

病院＝病床故に対する入院患者数の比率0.78％

診療所＝病床数に対する入院患者数の比率0.52％

※病院，診療所の入院，外来忠者総数に対する比率入院（).23％外来0.77％

病院＝入院，外来思稗総数に対する比率入院0.41％外来0.59％

診療所＝入院，外来思者総数に対する比率入院0.05％外来0.95％

同一都道府県内5.259`648人

病床数｛入院患者数医療機関数 外来思考数 計 題師数 ；園罰１人当り人口

床
6８．８２６ 

人
5８．０５９ 

人
73.828 l3MiHM 病院 ,１９`Ｉ 

診療所 2,769 17.764 10.090 153,`１８７ 163.57712.527 

計 3.263 8６．５９０ 6８．１４７ 227.315 293.Ｉ6２１５．２７５ 997.,1 

※病院，診旅所＝１１V床数に対する入院患者数の比率

病脇＝ｿ1V床故に対する入院患者数の比縦

診療所＝病床数に対する入院患者数の比率

蕊病院，診療所の入院，外来患者総数に対する比率

病院＝入院，外来思者総数に対する比率

診療所＝入院，外来思者総数に対する比率

0.79％ 

0.31％ 

0.57％ 

入院0.23％

入院０』1％

入院0.06％

外来

外来

外来

0.77％ 

0.56％ 

0.91％ 

１３F 

医療機UU故 病床数 入院患者数 外来AIA濁放 i;Ｉ. 医師数 医師1人当I)人[Ｉ

病院

診療所

計

3９ 

1５２ 

１９１ 

厨

5,2`1１ 

１，０２５ 

６，２６５ 

人

`1,42`Ｉ 

544 

.1.968 

人

6,692 

9.965 

16.657 

人

１１，１１６ 

１０'509 

21,625 人３１４７５２ ９１０－５ 

医療機Ⅲ|敬 病床数 入院患者数 外来思考数 計 医師数 医師１人当り人口

病院

診療所

計

`12 

179 

221 

瓜
５，６９６ 

1.194 

6,890 人８２０
人

7.000 

11,3.19 

18,3`1９ 

人

11.778 

11,971 

23,749 

ﾉ、

184 

172 

356 983.3 

医療機ＩＨＩ数 病床数 入院患者数 外来思考数 計 医師数 医師１人当り人口

病院

診療所

計

`19`Ｉ 

2,769 

3.263 

月

68,826 

17,764 

86,590 

人
58,059 

10,090 

68,147 

人
73,828 

153,`１８７ 

２２７，３１５ 

人
l3L師

1m577 

293.ｲ6２ 

人

2,748 

２，５２７ 

５，２７５ 997.,1 

燕病院，診療所＝病床数に対する入院患者数の比率0.79％

病院＝病床故に対する入院患者数の比率（).79％

診療所＝病床数に対する入院患者数の比率（).53％

※病院，診療所の入院，外来患者総数に対する比率人院（).23％外来0.77％

病院＝人院，外来思者総数に対する比率入院（Ⅳ１％外来ｑ６％

診療所＝入|塊，外来思者総数に対する比率入|斑０．()5％外来ｑ95％

20キロ圏内350.()`１１人

旭lll市・美瑛町。:【1麻Ⅲ昨上川町・比布町・愛別町・束旭川町・東神楽町・腿栖町

※病院，診療所＝病床故に対する入院患者数の比率（).78％

病院＝病床故に対する入院患者数の比率0.78％

診療所＝病床数に対する入院患者数の比率（L52％

※病院，診療所の入院，外来思者総数に対する比率入院（).23％外来0.77％

病院＝入院↑外来思将総数に対する比率入院（).41％外来0.59％

診療所入院，外来思者総数に対する比率入院0.05％外来ｑ95％

同一都道府県内5.259`6`１８人



３９旭川医科大学設置準備の概要

１数万の基本llUi想（略）

２校舎等の建設地および建築計画

延設用地は，神楽岡同地の造成地に漢接する平坦な台地に位慨し，特に鑓地エエ!｢の必要はなく，

その擬狸は次のとおりである俵

慨 婆 伽考

位ＩＦ上および面iiI1 所在地は，旭川市神楽町神楽岡３番地の13にあり，旭

１１１駅から直線で南に3.5キロメートル,パスで15分の1１

に挾まれた丘陵地で平担な台地であって，旭川１１７の2111

楽岡ニュータウン(計画人口10.2()0人，計IIlliﾉ･『故2.770

戸，面積94万平方メートル）に隣接しているｒｌ然珊境

に恵まれた静穏な地で，而敵は231.603平ﾉノメートル

(70.059坪）の１区画地である。

所有者 北海道

(223.836.57平方メートルを昭和47年10)J１３｢]に旭Ⅱ

振興公社から買収したが,残り7,724平方メートルのilj

道，農道分は取得の手続きを進めている。】

唯盤駐備 上，下水道については，神楽岡ニュータウンの布投樒

では不足するので，それぞれの需要に応ずるため、別

ルートの配管布設とポンプ施設の新設を昭和４８年度に

おいて実施する灸

必要とするガス供袷については．旭川ガス株式会社が

都市ガス高圧管の布設を昭和47年度において実施ずみ

である⑤

電力、電話については．現在の神楽岡ニュータウン供

袷施設で必要量の確保は可能である。

校舎および附腿病院等の建築計画については，基本設計が出来あがり目下，キャンパス内の実施

設計･の簸定中であるが，現在にあける建築計画の概要は次のとおりである。

鰯 婆 Mｉ考

枚 企
ＬＩ 医進課程校舎については，昭和48年３月から実施がiｌＩ

画されており，完成は昭和48年座に』L込まれている｡

専門課程の基礎校舎部分については昭和48年３ノIから

実施が計画されており，昭和49年度完成が見込まれて

いる炉

専門課程の臨床校舎部分については昭和`18年胚よりの

実施が計-画されており．昭和50年歴完成が見込まれて

いる、

附鵬病院 附屈病院の規模は，１７診療科、600床である。このエリＩ

についてば,昭和48年度よりの実施が計画されており！

－１３７－ 

慨要 Mｉ者

位ＩＦ上および面Fｉｌｌ

所有者

雄盤磯術

所在地は，旭川市神楽町神楽岡３番地の13にあり，旭

川駅から直線で南に3.5キロメートル,バスで15分の;|｜

に挾まれた丘陵地で平担な台地であって，旭)|:市の訂'１

楽岡ニュータウン(計画人口10.2()()人，計ＩＩｉｌｉｊ－ｉ故2,770

戸，面積94万平方〆･－トル）に隣接しているＩＪＩ然珊境

に恵まれた静穏な地で，而和(は231,603』1リノメートル

(70.059坪）の１区画地である。

北海道

(223,836.57平方メートルを昭和47年10ﾉJ13｢]に旭jll

振興公社から買収したが,残り7,72`1平方メートルの市

道，農道分は取得の手続きを進めている｡）

上，下水道については，神楽岡ニュータウンの布投樒

では不足するので，それぞれの需要に応ずるため，別

ルートの配管布設とポンプ施設の新設を昭和`１８年度に

おいて実施する。

必要とするガス供給については，旭川ガス株式会社が

都市ガス高圧管の布設を昭和47年度において実施ずみ

である。

電力．電話については，現在の神楽岡ニュータウン供

絵施設で必要量の確保は可能である。

概要 Mｉ考

校舎

附腿病院

医進課程校舎については，昭和48年３月から央施がif|・

画されており，完成は昭和48年度に几込まれている。

専門課程の基礎校舎部分については昭和48年３ﾉ1から

実施が計画されており，昭和49年度完成が児込まｵして

いる。

専門課程の臨床校舎部分については昭和`18年度よりの

実施が計画されており，昭和50年度完成が兄込まｵして

いる。

附屈病院の規模は，１７診療科，600床である。このエリ「

について{さ,昭和48年度よりの実施が計画されており，



鰯 頚 備考

昭和50年度完成が見込まれている『

福利補導施設

学生寄宿舎

図諜鮪

蛍識

体育館

肴謹婦宿舎 上記の外左記施設等の建設および整備がそれぞれ計画

呑護学校 されている「

肴謹寄宿舎

本部管理部

設備機械室

坐幹整備

環境整備

３進学課程仮校舎

開校当初に必要な進挙課程の校舎は，北海道教育大学旭｣11分校附鵬小学校旧校舎（施設の管理岩

は文部省）を仮校舎として本校舎建設までの間使用するものとし，その概要は次のとおりである。

慨 聾 嚇考

位 11Ｗ 所在地は，旭川｢h北門町９丁目にあり、旭｣||駅から直

線で北に２．６キロメートル,バスで10分の教育大学旭Ⅱ

分校の向にある⑯

敵地面荊 19,666平方メートル（5,949坪）うち，グランド面穣６

853平方メートル（2.076坪）

建物面積 1階3.429平方メートル（1.037坪】

2階927平方メートル（281坪】

計4.356平方メートル（1.318坪）

面積名 称 室数 職 藷

講義室 ８ ３９７ｍ； 

Wi備室、暗室含実験室等 § R4H 

学生控室 ， 1１１ 

図香室 I 柵

体育館 器材.航含Ｉ 利、

数’百宝 講師控竈含iｑ lq9F 

事務室等管理部IJF 会議室，学生部、倉庫含Ⅱ 引518

廊下その他 Ｌ７２７ 

計 ３Ｆ 4.356 

－１３８－ 

概要 備考

福利補導施設

学生寄宿舎

図書館

講堂

体育館

看護婦宿舎

着護学枝

肴護寄宿舎

本部管理部

設備機械室

基幹整備

環境整儲

昭和50年度完成が見込まれている。

ｋ記の外左記施設等の建設および整備がそれぞれ計画

されている。

概要 倣考

位統

敷地面禰

建物面横

所在地は，旭川｢１丁北門町９丁目にあり，旭111駅から直

線で北に2.6キ【｡メートル,バスで10分の教育大学旭)１１

分校の向にある。

19,666平方〆･－トル（5,949坪）うち，グランド面稜6，

853平方メートル（2,076坪）

１階3,429平方メートル〈1,037坪）

２階927平方メーートル〈281坪）

計4,356平方メートル〈1,318坪）

名称 室数 面積 備考

講義室 397nｉ 

実験塗等 543 準備室，暗室合

学生控室 1２１ 

図＝征室1コ 6５ 

体育館 550 器材.脈含

教官室 395 講師控窺含

事務室等管理部門 558 会議室，学生部，倉庫合

廊下その他 1,727 

尋5.
ｕ'Ⅱ 3５ ４，３５６ 



`ＩＵＵ述教行病院（市立旭川病院）の整備計画

市立旭川病院は，石狩川と牛朱別川の合流点に位慨し，逆北地域の雑幹病院としての使命を果た

しているが,昭和48年度から旭川医科大学の暫定施設として大学の辿物が完成するまでのｉｌｌｊさらに，

側迎教育病院として研究ならびに学生の講義および実習の場として使用するため現在施設の改修，
滴iM【の新築，機械器具，図書の充実を行なったが，その概要は次のとおりである。

慨 連 備考

位 股所在地は、旭111市金星町１丁目.１３番地にあり、旭川駅

から直線で北東に17キロメートル,パスで10分進学ＩｉＩ１

程仮校舎から１５キロメートル,大学建設予定地から５

2キロメートル、パスで20分の交通至便の地にあるの

lｌＨ＄没者ｌ旭111市長五十嵐広

瓶院長ｌ旭川市技術吏貝押味腎苔

I惨振科ｌ内科，外科，耳鼻咽喉科，産婦人科，ⅡN科.小児科,皮

府科，整形外科，泌尿器科，梢神神経科，放射線科，

胸部外科，麻酔科

病床数’587床（許可病床数】

内訳一般374床，精神100床

結核６８床，伝染４５床

一設病床の年間一般入院患者延数115.258人

平均稼働率｜廷病床数139.080床８２９％

年llIj患者延故ｌ入院患者延数179.594人

外来患者延数186.691人

職貝数１医師39人（35人）薬剤師９人（９人）蒋護蝿127人（126

（）雛勅１人）准看護婦140人（140人）滑護助手22人（11人）診

療放射隷技師８人（７人）臨床検査技師17人（１７人）

栄養士４人（４人）その他の技術職貝４人（４人）

事務職員.10人（32人）その他の職員81人（`16人）合計

491人（431人）

辿物而穂率｜建築面積8.120.643平方メートル

建築廷面積17.462.919平方メートル

一病床当り床面穣6.23平方メートル

臨床研修病院｜昭和47年12月23日医師法第16条の２に雌づくIＩＬｌｊ１ ２月１２Ⅱ医師研

修祥鱗会に提案

４月指定見込

総合摘院名１MＫ

峡jipit認年ﾉｰ１日昭和34年３月30日
jUiiIルハ換永認一般（特類）昭和47年２月１日

年）Ｉ日結核（三類）昭和33年７月１日

欝神（二類）昭和39年４月lロ

警蝋雫鰄：|膿緬33年７月正

－１nｑ－ 

概要 備考

位鯉

l)}Ｉ投者

病院長

紗振科

病床数

一般病床の年ｌ１ｌ１

平均稼働率

年llIj患者延数

職１」数

（）雛効

処物而祇率

臨床研修病院

総合摘院名１MＫ

便ｊｉｌｊｉｔ鰍年ﾉｰ１日

唯11ル(1纏永認

年)Ｉ日

埜準給食承認

年）Ｉ日

所在地は，旭川市金星町１~丁目.１３番地にあり，旭川駅

から直線で北東に17キロメートル,パスで10分進学郷

程仮校舎からＬ5キロメートル,大学建設予定池から５．

２キロメートル，パスで20分の交通王CIIの地にある｡

旭111市長五十嵐広冤

旭111市技術吏貝押味賢吾

内科，外科，耳鼻咽喉科，産婦人科，｜|N科,小ﾘ,｣U科,皮

膚科，整形外科，泌尿器科，椚神神経科，放射線科，

胸部外科，麻酔科

587床（許可病床数）

内訳一般374床，精神100床

結核６８床，伝染４５床

一般入院患者延数115,258人

廷病床数139,080床82.9％

入院患者延数179,594人

外来患者延数186,691人

医師39人(35人）薬剤師９人（９人）蒋護蝿127人（126

人）准看護婦140人（140人）看護助手22人（11人）鯵

療放射隷技師８人（７人）臨床検査技師17人（１７人）

栄養士４人（４人）その他の技術職貝.1人（､1人）

事務職員.10人（32人）その他の職員81人（･'6人）合H･Ｉ

491人（431人）

建築面積8,120.643平方メートル

建築廷面積17,462.919平方メートル

一病床当り床面積6.23平方メートル

昭和47年12)j23日医師法第16条の２に雌づくIlll1iY

昭和34年３月30日

一般（特類）昭和47年２月１日

結核（三類）昭和33年７月１日

篇神（二類）昭和39年４月１日

昭和33年７月１日

２月1211医師研

修辮識会に提案

'1J:]指定見込



備考慨 盤

鶚鰐:ｉｉ畷繩…媚
現在の中央診療施設特殊診療施設の職緬別職員数等

石謹要員ｌ医療技術口 その他諭 愚師施設程 面

非常勤1人 2人 8人 4人放射線部門 616-56ｍ 

常勤1人
非常勤3人

1， 検査部門 1７ 6２２－２ 

手術部門 1３ Ｉ 3５５－４９ 

1（ 材料部lJE ６ 1６７１６ 

救急部門 3７－７２ 

未熟児部ｌＪＥ ８ 3０２２ 

， 分娩部門 1，１７２ 

理学療法部Ｐ目 1６０９４ ４ 

臨床検査件数１年間449,834件

１日平均1.515件

手術件数｜年間（１件千点以上）905件

3件１日平均

分娩件数年間396件

１日平均1.08件

放射線照射件数 ６０ＣＯ 

治雄装個

Ｘ線直

鋳撮影

Ｘ線ｌｌｌｌ

接擬影

Ｘ線治

療装世

βトロン
ノニョ･ツガ

Ｘ線

遇襖
そのnＩｌ

Ｉ２Ｆ 

３１８Ｉ６ 

ｌｆ 

ｌＤｌｎ 

ｒｆ 

ｍＦ 

件 時 ｆｆ 

２ｎ５ヨ

（千

晶，ＦfＺｌｌｌ 5.80P 

１日

平紮
2８５７ 、Ｉ ２１ ＩＤＧ ６．F 1７２ 

現在の教育研１回許IF室１室l4lLl3平方メートル

究施識ｌ会議室３室119.2平方メートル

病理解剖件数お｜年間死亡患者数 229人

よび剖検率等１年間病理解剖件数 74件

32.2％ 剖検率

病理解剖医数 ４人（うち非常勅３人〕

病院Puにおける｜医局抄読会 １２祠

研究会 内科抄誌会 引ZⅡ回

放射線カンファレンス 241回

内科カンファレンス 5121回

外科カンファレンス 52ｍ 

小児科カンファレンス 52回

横森科カンファレンス １２回

－１４０－ 

概要 備老

施設名 問祇 医師 粁護要員 医療技術貝 その他

放射線部１１V 616.56ｍ 非常勤1人 2人 8人 4人

検査部Ｆｑ 622.2 
常勤1人
非常勤3人

1７ 1２ 

手術部門 355 1３ 

材料部ＩＪＩ］ 167. 1０ 

救急部門 3７ 

未熟児部ｉ１９ 3０．２２ 

分娩部’ﾖヲ 1２１．７３ 

理学療法部門 1６０－９４ 

Ｘ線

透視

Ｘ線画

接撮

Ｘ線lll］

接撫影

Ｘ線治
療装世

６０ＣＯ 

治雄装侭
βトロン
リニァツカ

その他

準lllI

｛午

528 

l2iH 

8`18,16 

IＦ 

ＬＯｌＯ 

件

６１８ 

件

５．８０９ 

件 件

2.055 

１日

平均
1.7 285.7 ３．４ 2-1 1９．６ ６．９ 

基準寝具設備

承認年月ロ
昭和39年４)２１［１

現在の中央診療施設特殊診療施設の職穂別職員数等

臨床検査件数

手術件数

分娩件数

放射線照射件数

現在の教育f研

究施設

病理解剖件数お

よび剖検率等

病院内における

研究会

年間449,834件

IiI；F均1,515件

年間（１件千点以上）905件

１日平均３件

年間396件

１日平均Ｌ08件

図神室１室１‘lLl3平方メートル

会議室３重119.2平方〆・-トル

年間死亡忠者数229人

年間病理解剖件数７４件

剖検率32.2％

病理解剖医数４人（うち非常効３人）

医局抄読会１２向

内科抄誌会５２回

放射線カンファレンス２４回

内科カンファレンス５２回

外科カンファレンス５２向

小児科カンファレンス５２回

森科カンファレンス12回



Mｉ縁璽鞘

52[rｌ 胸部外科カンファレンス

内科・胸部外科合１㎡Iカンファレンス 52Ｍ 

内科・外科・胸部外科合lii

52[､Ｉ カンファレンス

2.1['１ 婆同カンファレンス

1218’ 骨悪科カンファレンス

予塊300.OOOFl1J病棟Wr難'ｌＷｌｌＷｉ『汁ＭＩｌ

墜外｢水泄改修 〃５．００(】

ボイラー:投備等増設 〃７５．０００

講堂及会縦寵増築 〃３７．５０Ｃ

研究宝改修 〃１７．７０（

中央検虎部|'ﾂ改修 ﾉノ‘ZOO(）

中央検允器械設備 〃85.000

診療科備品 〃147.000

図GI； 〃３８．００(］

学術１.ﾘljIj惟継 〃２５．４０(】

専務(? 〃３．６０(】

合画I. 〃７４１．２００

,〕病棟折築雌備計画細ｉｌ

蕎工4７．７．３ＲＣ造地上５階4,.165W:方メートル

酸－１２４８－３．１（300Lii 

(現在の病床数と擬('Ni計画後の病床故）

現71Z病床故572床

祈築後使用可能病床牧607床

Ｏ屋外ｒ水道改修

廷lも580ｍ

曹工４７．s､1５○ボイラー設備等期設

竣工4８．２．１ボイラー器機1基！(YhBl

ボイラー'１M改築ＲＣｊｉＩｊ

【地I二１階一部２階処548KTf）

轡ｒ4７．８．１５ｃ識堂及会鍍室湘築

竣二4８－２．１ボイラーbli2階に識りit皮会議室等を1W築する。

識堂（人会議室）ｌ竈242.921111

大会雛寵 ２窯’03281,1

(整備後の会議室６寵465.93㎡）

蟻50-86ｍＩ学生擢寵

医師研究索 I寵ｌｌｌｊ３ｍＴ

鹿;師カンフレンス霊ｌ顎34.771m｢

6竈573.491111`:！ 

契約4８．２．３ｏ研究宝改修

1４１ 

概要 lMi瀞

ＷｆｉＷｉ計ｉｌ１Ｉｉ

粧備計画柵（’

胸部外科カンファレンス５２回

内科．胸部外科合同カンファレンス５２Ｍ

,ﾉy科・外科・胸部外科合'ＩＩ

カンファレンス５２[L'１

薬局カンファレンス２`１回

脅護科カンファレンス’2[(ｉ１

病ｲj1iiwr難予猟300,000下}リ

屋外「水近改修ノノ５.()()(）

ボイラー設備等増設ノノ75.000

講堂攻会縦室増築ノノ37,500

研究室改修〃17.7()(）

｢|:央検ff部１１１改修ノノ７(､00(）

中央検ff器械設備〃85.000

診療科備品ノノ147,000

図itf〃３８.()()(）

学術１.ﾘ'１'1雑誌〃25.40(）

事務iHiノノ3.6()(）

合31.〃741.200

o病111(Wr蕊

ＲＣ造地i２５階4,↓６５．，「方メートル

3()()1ﾙﾋﾞ 

(現在の病床数と溌仙i計画後の痛床故）

現在病床故572床

新築後(111用可能病床故607床

ｏ屋外ｒ水道改修

延焼580ｍ

()ボイラー設備等期投

ボイラー器機1基!(７１`没

ボイラー'1'1改築ＲＣ造

(地上1階一部２階処5`l8KTf）

ｃ講堂及会議室湘築

ボイラーi1ii2階に識，it皮会議室等を1W築する。

論難（人会議室）I室２`12.92,2

大会搬宝２宝103%81ｍ］

(整備後の会議室６寵465.93㎡）

学生控寵宝50.86ＩＴｆ

医師研究寵ｌ室llLI3mf

医師カンフレンス室ｌ顎34.771】ｆ

Ａｌ．（j竈573.49111↑

(〕研究室改修

詩１２４７，７．３

竣工｡18.3.1(〕

普工17.s､１５

竣_'二,1８．２．１

萱ｒ47.8.15

竣工`1８．２．１

契約4８．２．３



霞 哩 備拷

現病Ijliを帳ハル,教授室,教７１r研究室,共Ｉｒｌ研究室，ｌ竣エィ18.3.3］

カンファレンスルーム，１１;扮室．資料宗．器材増、

共同助物実験室、標本室諌に整備改修する⑤

教授霊 16雫252.81㎡

教官研究室 16室475.2㎡

共同研究宝 5顎138.6㎡

カンファレンス室２竃５９．４ｍ！

応接談緬室外１８窒321.42㎡

ilf 57室1.247.43㎡

ｏ図聾窒改修 契約4８．２．３

現病b1〔を帳用し､図書室及ﾌﾞIij)liE室等に蕊附改修する肉竣工`１８．３３］

図`l)室192.29,1

EIF１１１（130.00㎡

閲覧室62.29ｍ

。中央検在部門改修 契約ｲ8．２－３

現病棟を'臆用し整備改修ﾘｰる。 竣工４８．３．３］

現在

検証部Ilu26室622.22ｍ’

解剖寵ｌ室‘10.00ｍ

計．２７窒662.22ｍ】

整備後

検TIE部ｌＵＩＩ３１室923.(jｌｍｉ

解剖竃１章91.95ｍ！

計３２室1.01,1.99㎡

Ｏ中央検充部門機器設備

テクニコンオートアナライザーほか'84点を雛備す契約ｲ7.1().1８

納入４８．３．３］る煩

納入率８０％

ｏ診療科0MｈW：

シンチカメラほか539点を戦備する 契約`17.11.8

ｏ図ノト 納入４８．３．３］

現在1.`187冊（和LO28l11}･洋459l11l） 納入率８０％

整備後7,656111｝（和3,07811|)，洋4,578冊】

Ｏ学術nHIII維謎

現在56m〈和38種，洋1811ｍ

整備後169菰（和74麺．洋95F11）

ほかにバックナンバー･l3FIi（和11種｡洋32菰）

－１４２－ 

潔要 備搭

現病Ijliを帳ハル,教授室,教７１r研究室,共Ｉｒｌ研究室，

カンファレンスルーム，‘１１勝室，資料室，器材室，

共同､１１物爽験室、標本室等に整備改修する。

教授室１６宝252.81m｢ｆ

教官研究室１６霞475.2㎡

共同研究寵５重138.61Ｔｆ

カンファレンス室２蕊５９.‘ｌｍＰ

応接談話室外１８鐙321.42rTf

計５７室1,247.43㎡

ｏ図瞥室改修

現病棟を}1辰用し,図書室及ﾌﾞiij腺室等に蕊Mi改修する。

Nil｝室192.29ｎｆ

ｒＩＦｉ,1（130.0()㎡

閲覧室62.29nｆ

ｏ中央検証部門改修

現病棟をI|蕨用し蕊備改修する。

現在

検証部１１１２６宝622.22IYf

解剖室ｌ室、10.00ｌＴｆ

計.２７室662.22m可

整備後

検ff部lIlJ31室923.(ｊｌｎｆ

解剖寵ｌ室91.95ｎｆ

計３２室1.01,1.99㎡

()中央検充部''1機器設備

テクニコンオートアナライザーほか184点を雛備す

る。

ｏ診療科MIi品

シンナカメラほか539点を縦術する

ｏ図評

現在1.`187冊（和1.028111}，洋459冊）

整備後7,656111｝（和3,07811|}，洋4,578m}）

ｏ学術]｣jl11I雑誌

現在５６１１１(（和38種，洋18抓）

整備後l69iiK（和74種．洋95純）

ほかにバックナンバー･l3ili（和11種,洋32菰）

竣工｣18.3.31

契約`１８．２．３

竣工`18.3.31

契約,{８．２．３

竣工`18.3.31

契約`17.1().１８

納入`18.3.31

納入率８０％

契約.17.1Ｌ８

納入48.3.31

納入率８０％



Mｉ瀞慨 煙

ｏ医師のhli光強化

医師の汁illii的配|[Ptに努め次のとおり実施する。

(２ノ]末】

医師故
考蝋科名

樅効ｌ非常勤’紬

非常勤については，何226.18年膜1３ 内科 １ １２ 

当初において常勤化する。外科

手
も

◆ 

２ 耳鼻咽喉科 Ｉ 

２ 産峨人科 ２ 

小
ノ
エ

眼科 １ Ｉ 

９ 放射線科 １ １ 

６ 小児科 『Ｉ

２ 整形外科 DＪ 

２ 皮フ科 ［ １ 

２ 泌尿器科 り

糖神神経科 Ｉ ； 、

３ 胸部外科 ； 

＄ 麻酔科 ６ 

２ 検在科 Ｉ ｉ 

'1６ 

計
７ 31］ 

○石護liIi)の適正iYdlijl

Wr病ij1【完成後の/71§鯉}i位数は次のとおり笈施するこ

(肴護単位別病床故及、護婦数】

朧

錘
毎

単位別ｌ科別Ｉ病床裁ｌ看護蝿数

ｌ小・駒 ３交勝制勤務２．８実施ＭＨ 

戸
的
』

０
冊
宝

(一部３．８実施】外 別 鋸， 

３１外・胸 1６ 樋

４Ｊ】侭・泌 3７ ,1７ 

５１M11.皮 5６ 1５ 

fＩ１ｌ 1５ 訓6 

理 18 6０ ７ 

｢人 ” ５１ ８ 

９１泌・眼・耳 IC 、Ｉ

伝 鴫 1７ 1０ 

１７１ ;、 1７ 、

緒 稲 1５ I， 

計 607 2０７ 

１，１３ 

｜Ｍｉ 慨轆瀞

科名
医師故

iMr効 非常勤 汁
徽考

内科

外科

耳鼻咽喉科

産姉人科

眼科

放射線ド:’

小児科

整形外科

皮フ科

泌尿器科

糖神神経科

胸部外科

麻酔科

検充科

計

1３ 非常勤については，何ｵ２６．１８年|典

当初において常勤化する。

単位別 科別 病床数 看護蝿数 備考

小.胸

外

外.胸

l】値．泌

磯.皮

iＷ 

[ﾉＩ 

内

泌・lIH・耳

伝

h'１ 

緒

4５ 

3４ 

5`Ｉ 

3７ 

5６ 

5０ 

6０ 

５１ 

5７ 

`1５ 

５０ 

6s 

607 

1６ 

2３ 

1６ 

1７ 

1５ 

1５ 

1８ 

2２ 

1６ 

1７ 

1７ 

1５ 

207 

3交持制勤務２．８実施

(一部３．８実施）

ｏ医師のｉＩｌｉ光強化

医師のii卜iili的配|[Ptに努め次のとおり実施する。

cIi護姉の適正記Ｉｉｗｔ

新病ii1〔完成後の｛ｉ１遊jli位数は次のとおり笈施する。

(肴護ｉｉｉ位別病床数及H行護婦数）

(2)]末）



以上，整備計両に｣`1づぎエリrについては，第１次，第２次エレベーター工事と分けて発注し，あ

と第３次工醐として研究室改修とtlI央検査部門の改修を残しているが，２月３日に契約を終「し、

第１次，第２次，エレベーターエ躯の分とともに昭和`１８年３昨|<に竣1弓を予定している。

５職員宿舎建設地および術舎計画

職員宿舎用地は，大学処投用地に隣接している旭Ⅱ'１１丁の#ill楽岡l･ｊｊ地（ニュータウン）内であって，

その穰要は次のとおりである。

慨 要 臓考

I6iI灘および面翻 所在地は，旭川市緑が丘２条３丁目３爵地で，神楽岡

[･)l地(`汁画面段940.000平方メートル、Ｊ|･両人口10.20Ｃ

人，ｒ11.画戸数2-770戸）内に37.340平方メートル（11

295坪）を確保している｡

所有者 旭IlliIjの所有地であるが,協ﾌﾞﾉ会が`I()()ﾉ｢分の敷地を近

<旭川T1jから買収する予定である。

基露雛Ｍ１ 上、下水辿等の韮盤護備については、完了済である。

職員宿舎全体計画のうち,協力会が130戸を年次計画により昭和４８年度から３年間で建築するもの

とし，なお，開校当初に必要な住宅は，別途確保する。その慨嘆は次のとおりである。

慨 要 備考

建築計胸 協力会が建築する130戸については,昭和48年度から３

鱸llUでAl上築する予定である。建築後のtlf､ザ条件は．国

家公務ｕと同様の取扱いをするものとする。

なお,その後の住宅建築については文部f↑において,年

次【illIIliにより建築される予定である②

開校時の住宅 |＃1校､'１初に必要な庄宅の確保については．Ｍルカ会にお

いて，峨口の配置状況に対応して(|f上げの方法によっ

て借上げるほか，５０年度までのIMIにおいて必要がある

場合は、借上げ宿舎を確保する。

６その他

イ図書および機械器具涼の雛lMi

図護および機械器具等の粧備については，既に業者とのIHIに売買契約を締結し，般終の納入期限

を昭和48年３月中として発注済であり，その概要は次のとおりである｡

慨 蝿 備恕

il） 進学jlIl紐分は合計6.032冊。この内i沢は和i1$3.050冊Ⅲ図

洋,I｢2.982冊である。専門課程分は合計12.026冊。この

|ﾉ],'(は，基礎関係5.857冊で、このうち和脊1.826冊Ⅷ

汗il}･Ｉ・O31I11lである。また箪床llQ係は6.169冊で、この

うち1,11$2.050冊，洋書4.119冊である。

学術雑誌 進学課程は合計27種，この内訳は，内国関係13麺．外

図IHI係山l靴である。

W:P【｣【111狸は，154種で，この内沢は鵬礎１Ｍ係`11航で．こ

－１４`】

概要 臓考

位置および面積

所有者

基離整ｌｌｌｌｌ

所在地(t，旭川市緑が丘２条３ＴＥｉ３瀞地で，神楽岡

【:Ｊ１地(H|･画面磯940,000平方メートル，ｉ11.画人口10.200

人，『{}画戸数2今770戸）内に37.34()平方メートル（1Ｌ

295坪）を確保している。

旭川iliの}ﾘr有地であるが,協ﾌﾞﾉ会が`I()()ﾉｲ分の敷地を近

<皿)||市から買収する予定である。

上，下水道等の蕪盤溌備については，完了済である。

概要 備考

建築計！【薊

開校時の住宅

協力会が建築する130戸については,昭和`18年度から３

年|ⅡIで処築する予定である。建築後のtlf,ザ条件は，国

家公務Llと同様の取扱いをするものとする。

なお,その後の住宅建築については文部?Tにおいて,年

次,illIIliにより建築される予定である。

|)１１校111初に必要な住宅の確保について(よ，Ｎｉ力会にお

いて，ＭＭＩ員の配置状況に対応して(|f上げの方法によっ

て借上げるほか，５０年度までのIMIにおいて必要がある

娚合は、借上げ宿舎を確保する。

概嬰 備惣

図；I｝

学術雑誌

進学jl1ll紐分は合計6,032冊。この内沢は和jI}3,050冊，

洋11ﾄﾞ2,982冊である。専門課程分は合計12.026冊。この

1ﾉﾘ,,(は，基礎関係5,857冊で，このうち和１１}1.826冊，

洋１１$･LO31{11}である。また箪床ＩＭＩ係'よ6,169冊で，この

うち和i1F2.050冊，洋書4.119冊である。

進学課程は合計27種，この内訳は、内圃関係13種，外

[剛1H1係山liiliである。

１Ｗ｣郷程は，154種で，この内i沢は鵬礎１１９係`11舷で，こ



慨 班 illi勝

のうち内国関係８繩，外ln111U係33ijHである。また，闇

服関係は113種，このうち，内[Ill1I係36*|i，外国間係7７

脈である。なお，バックナンバーについては．専門課

鶴で合計71甑、この内訳は，鯉礎lMI係28軸、このうち，

内圏関係９種．外国関係19如である｡

また，電床関係は，４３菰で、このうち内国関係11種，

外国関係32菰である。

農械器具 進学課程分514点，専１１I課程分1.776点このうち基礎関

係はＬ()53点，蔑床関係'よ723点で合`Ⅱ.2.290点である、

標 本 進,鞍課程分が59点，専門繩磁分が`１９点で，合計108点で

ある「

ロ看護姉対獺

概婆は次のとおりである「

慨 蝿 備懸

看護端対蕪について'よ．昭和48年度から迄立石護学院を旭川市永山町12丁

曰に所在する旭川大学の一部校舎を借上げて学生80名の現ljiLで開校する二

とに既に旭川大学内に準備室を設け，専任職員を妃伍してIMI枝準備および

学生の募災を行なっている曰

実習病院については．「|i立旭111病院を予定している⑥

石謹締艮群について'よ，近内の国公立病院等の協力をi(}てIilM保に努める。

ハ解剖体の確保

医科大学設ｌｒｆのための解剖体提供について協力を↑!)ているが、その概要は次のとおりである｡

慨 麹 脳・瀞

ｌ市社会福祉ﾘﾄﾞ務所の協力

昭和47年８)】30日に旭川市を中心とした道北，道』|(地域の13市の社会擢

祉事務所に解剖体提供1こついて協力方を依頼し，年IHI協力体故として合計

52体の確保をi$ている。その内訳は，旭川市１７体，イ|}広市５体，北見市５

体，網走ilj2体，（W萌市３体，稚内市３体，芦別｢１丁1体，紋別巾４体，士

別市３体’名寄11J３体，滝111市`1体，漆Ⅱ|市［体、１１１｢只野ＴＩ了１体である｡

２白菊会仇のMiｿ」

昭和J１７年８n2lll'１葡会北海道幹Zir合田真一氏（旭川ＴＩ丁迎絡所長）に新

設医科大学のための白釘会員の募染について協力方を蝿;,Yし，確約を得，

既にその呼びかけがiIll始されている。その結果，昭和,18年１月31Ｅ現在７

名の会員申込みがあり，辰科大学設立と共に逆北，逆０１〔地域からの会員申

込みは増加する可能性がある「

一］４５

慨班 Illi勝

機械器具

標本

のうち内国関係８祇，外'五I1M1係33ijllである。また，臨

ｈＩ：関係は113種，このうち，内[Ill則係36*|i，外国間係７７

航である。なお，バックナンバーについては，専門課

穐で合計71甑、この内訳は，些礎Ⅲ)係28軸，このうち，

内国関係９種，外国関係19抓である。

また，霞床関係は，.13誠で，このうち内国関係11種，

外国関係32種である。

進学課程分514点，山''1課程分Ｌ776点このうち韮礎関

係はＬ()53点，臨床関係'よ723点で合`Ⅱ.2.29〔)点である。

進学課程分が59点,専門諜穏分が`１９点で，合計108点で

ある。

概要 備瞥

看護婦対策について'よ，昭和48年度から造立行護学院を旭川市永山町12丁

目に所在する旭川大学の一部校舎を借上げて学生80名の現l奥で開校するこ

とに既に旭川大学内に堆備室を設け、専任職員を腿伍して1}9校準備および

学生の募架を行なっている。

実習病院について｛よ，「ｉｆ立旭川病院を予定している。

石渡鮒災等について'よ，近内の国公立病院等の協力をi(}てIilii係に努める。

慨婆 備増

ｌ市社会福祉ﾘﾄﾞ瀧所の協力

昭和47年８)}3()[冑]に旭lⅡ市を中心とした道北，近来地域の13市の社会福

祉事務所に解剖体提供1こついて協力方を依頼し，年ＩｌＩｌ協力体故として合計

52体の確保をi\ている。その内訳は，旭川市１７体，イ|}広Tl７５体，北見市５

体，網走ilj2体，（W耐ｒＩｊ３体，稚内市３体，芦別｢１丁1体，紋別市４体，士

別市３体，名舗ＩＪ３体，滝111市４体，潔Ⅱl市［体，１１１｢凡野市１体である。

２白菊会LIのMﾘﾌﾞｊ

昭和J１７年８n2lllJl菊会北海道幹Zir合田真一氏（旭川Tl丁迎絡所長）に新

設医科大学のための白釘会員の募集について協力方を蝿;,札，確約を得，

既にその呼びかけがiIll始されている。その結果，Ｗ{和,18年１月31Ｅ現在７

名の会員申込みがあり，辰科大学設立と共に逆北，道１１〔地域からの会員申

込みは増加する可能性がある。




